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  本日の説明資料 

本日の講習会の資料等は理工学
図書館HPに掲載しています 



  本日の目標 
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 データベースを活用し、必要な情
報・資料を検索できる 
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  本日の内容 

1. 研究と学術情報 

2. 学術情報検索 

3. 文献の探し方 

4. 引用と参考文献 

5. アンケート 

 



参照・リンク 

  研究と学術情報：情報の蓄積と利用 

B 研究活動 

A 研究テーマの選
択・決定 

D 成果の蓄積 

C 成果の発表 
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学問をするために必要な情報を入手
できるデータベースやツールなどを
多数登録している有用なサイト 

  学術情報検索 
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「資料の検索」から 
「学術情報検索」を 
 クリック 

  学術情報検索アクセス方法 
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  学術情報検索の機能 

分野や資料タ
イプから探す 

おすすめ 
から探す 

電子資料名
から探す 
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  資料タイプ 新聞 
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  資料タイプ 新聞 
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  分野別 数学・物理学 
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  ジャパンナレッジLib 



  ガイド&チュートリアル 

http://www.wul.waseda.ac.jp/tutorial/index.html 
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  リサーチNAVI 

http://www.wul.waseda.ac.jp/researchnavi/index.html 



  電子資料利用上の禁止事項 
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 第三者に無断でデータを 
転送・譲渡 

 学術目的以外の目的で使用 
 不正ダウンロード 

 



  不正ダウンロード禁止 

実際にあった事例： 
・雑誌１号全てダウンロード 
・自作プログラムやロボットで大量にダウンロード 
・ブラウザの先読み機能ツールを使用して一括ダウ 
 ンロード 

 

 
   
→ＤＢが自動的にとまり、大学内すべての利用が 
   停止され研究が中断するなどの影響 
→指導教員とともに本人に厳重注意を行う 
→大学として調査を行い、再発防止策を明記して 
 お詫びと再度接続願いを提出 
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  学外アクセス 

自宅など学外からデータベースを 
利用する場合は「学外アクセスへ 
ログイン」をクリック 
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 WINE 
早大図書館所蔵の図書、雑誌などを検索可能 

 

 電子ジャーナル・ポータル 
早大が契約している電子ジャーナルを検索可
能 

 

 CiNii Books （国立情報学研究所作成） 
早大以外の大学図書館所蔵を検索可能 
早大図書館で見つからない時に便利！ 

 

 

  図書や雑誌を探すための主なDB 



・タイトルや著者名を 
はっきり覚えていない。 
 
・テーマは決まっているが、 

何を読んだらよいかわか
らない。 
 
 

  WINEで図書を探す 
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  WINEで図書を探す 
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  WINEで図書を探す 
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 CiNii Articles 
国内の雑誌記事・学術論文情報を広範
囲に検索可能。本文を入手できる場合
もあり。 

 JDreamⅢ 
科学技術や医学・薬学関係の文献情報
ＤＢ。 

  国内の論文・雑誌記事を探すためのＤＢ 
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  日本語論文検索 (JDreamⅢ) 
同時アクセス数が決まっ
ているので、利用終了後
は必ずログオフしてくだ
さい。 



  日本語論文検索（CiNii Articles） 

おすすめのデータベース 
「5. 学術論文・雑誌記事（国
内）：CiNii Articles」を選
んで表示ボタンをクリック 
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CiNii Articlesに 
ログイン 
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  日本語論文検索（CiNii Articles） 



検索結果詳細画面 

抄録で内容を確認 

論文タイトル 
論文著者 

論文が掲載されている雑誌の情報
（雑誌名、掲載ページ、発行年） 
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  日本語論文検索（CiNii Articles） 
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  日本語論文検索（CiNii Articles） 

クリックすると本
文を入手できる 



  日本語論文検索（CiNii Articles） 
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WINE雑誌検索結果  
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WINE 雑誌検索結果 
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電子ジャーナルポータル 
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オンライン本文入手 

33 



日本語論文検索（CiNii Articles） 
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CiNiiに本文がある
ものに限定すること
もできる 



  検索実習：CiNii Articles 

 
自分で好きなテーマを決めてCiNii 
Articlesを検索し、論文を探して 
みましょう。 

 

検索結果記入シートに調べた論文の情報
（書誌事項）を記入してみましょう。 
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 Web of Science 
代表的な学術文献・引用索引ＤＢ 

 Scopus 
科学・技術・医学・社会科学分野のＤＢ 

 Google Scholar 
学術情報に特化した検索ＤＢ 

  海外の論文を探すための主なDB 

この後引き続き、この教室で2つのデータベース
講習会を開催します。ぜひご参加ください！ 
 14:10-15:00  Scopus    
 15:10-16:00  Web of Science 
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  英語論文検索（Web of Science） 

おすすめのデータベース 
「学術論文（海外）を探す」 

6. Web of Science 
 

 もしくはDB名で検索 



キーワードを入力  

・大文字小文字の区別なし 

・“”でくくるとフレーズ検索 

・*をつけると部分一致検索 

・「トピック」欄ではスペルのバリエーションと
複数形は自動検索 

 ＊フレーズ検索では自動検索は無効 

検索フィールドを指定 

キーワードの場合は 

 「トピック」のまま 

 

インターフェースの 

言語設定 
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  英語論文検索（Web of Science） 

キーワード（トピック）検索 

タイムスパン 

検索対象とする年を
指定できる 



複数の検索条件で検索
するには、「＋検索条件
を追加」をクリック 

 

トピック「chromatin」 

AND （両方含む） 
OR （どちらかを含む） 
NOT （不要なものを除外） 

著者名検索を追加 

「kurumizaka h*」 
 名字  名前のイニシャル* 

（イニシャルの前方一致検索で
フルネームもイニシャルのみも
ヒットする） 
 

検索条件の追加（トピック＋著者名の例） 
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  英語論文検索（Web of Science） 



検索結果の絞り込み 

（分野、タイプ、著者名、
出版物名等） 

検索結果の並び替え 

デフォルトは「出版日順
－新しい順」 
「被引用数―多い順」
等に並び替えられる 

被引用数＝
その論文が
別の論文に
引用された回
数 

検索結果数 

検索した内容 
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  英語論文検索（Web of Science） 

検索結果一覧画面 



全文オプション 

論文本文へのリンク機能 

検索結果詳細画面 

論文が掲載されて
いる雑誌の情報 

抄録 
論文内容を確認 
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  英語論文検索（Web of Science） 



インパクトファクター 

Web of Science収録対象の自然科

学・社会科学の雑誌を対象にした「学術
雑誌の評価指標」のひとつ。毎年更新。 

同じ分野で雑誌を比較する際に有効。 

「ジャーナル情報を表示」をクリック
するとその雑誌のインパクトファク
ターを確認できる 
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  英語論文検索（Web of Science） 

ジャーナル情報（インパクトファクター） 



引用ネットワーク 

この論文を引用している論文を 
探すには、引用ネットワークの 
「被引用数」をクリック 

引用ネットワーク 

• 被引用数（その論文を引用している論文） 
• 引用文献（その論文が引用している論文） 
• Related Recordsの検索 （同じ文献を引用している論文） 
＊ 引用アラートを作成すると引用されるたびにメールで通知 

  英語論文検索（Web of Science） 
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全文オプション 

「FindFulltext」アイコン
をクリック 

オンラインで本文を読むには・・・ 

大学が契約している電子ジャーナルやフリーの電
子ジャーナルがあれば「FindFulltext」ボタンか
らアクセス可能。「出版社のサイト」から直接ア
クセスできる場合もあり。 

「出版社のサイト」雑誌出版社サイトへのリンク 
「Holdings」WINEで雑誌の所蔵を検索 
「NCBI」米国国立生物工学情報センターへのリンク 
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  オンラインで本文を読むには 



本文を入手できる場合 
「View This Article」を
クリックすると電子ジャー
ナルサイトに飛ぶ 
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  オンラインで本文を読むには 



大学が契約している電子
ジャーナルサイトで本文を
入手（Nature） 
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  オンラインで本文を読むには 



本文を読むには・・・ 

・オンラインで読めない場合でも諦めず
紙媒体の雑誌や図書が学内の図書館にあ
るかどうかWINEで検索してみる 

・学内になければ学外の図書館から文献
を取り寄せることも可能 

掲載雑誌をWINEで検索して
学内の所蔵を探す 
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  本文入手方法 



  検索実習：Web of Science 

 
自分で好きなテーマを決めてWeb of 
Scienceを検索し、論文を探してみま
しょう。 

 

検索結果記入シートに調べた論文の情報
（書誌事項）を記入してみましょう。 
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  データベース検索のコツ 

 芋づる式に探す 
起点となる論文を見つけたら、 
 →その論文の参考文献となっている論文を 
 →その論文を引用している論文を 
 →その論文の著者、キーワードに注目して 
 

 AND検索・OR検索など検索機能を活用 
 AND検索（２つの検索語の両方を含む） 
 OR検索（２つの検索語のどちらか１つを含む） 
 

 検索語の言い換え（同義語・類義語） 
 iPS cells / iPSCs / induced pluripotent stem cells 
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  早稲田にない文献の入手 

 図書館間相互協力（ILL）による 
文献コピー or 現物の取り寄せ 
  ※所蔵先によって方法や可否異なる 

      →資料の取り寄せ（学内者対象）を確認 
 

 所蔵している図書館を訪問 
      ※紹介状が必要な場合あり 
      →紹介状申し込み 

 

   

  

http://www.wul.waseda.ac.jp/Services/ill.html


  オンライン申し込み 

研究タブ  
→図書館申請フォーム 
        をクリック 
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  オンライン申し込み 



 ILL（資料の取り寄せ） 

 紹介状 

 購入希望 

 整理中図書利用希望 

 オンラインレファレンス 

 問い合わせ（状況照会等）     
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  オンライン申し込み 
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  専門資料 

資料の種類 参考文献中で使われる用語 記述例 

会議録 Proceedings （略：Proc.） 

Conference （略：Conf.） 

Symposium （略：Symp.） 

Proc. 12th Int. Conf.  

  Cryst. Growth 

Annu Conf IEEE Ind    

  Electron Soc 

テクニカル・ 

レポート 

アルファベットと数字によるレポート識
別番号 

ORNL-TM1501 

学位論文 Thesis（複数形：Theses）Dissertation
（略：Diss.） 

M.D. Thesis  

Ph.D. Diss. 

特許 Patent（略：Pat.） 

国コード（JP、WO、EP、US など） 

特許公開（略：特開）など 

US Pat.5,625,035 

JP11001729 

特開平10-123456 

規格 Standard （略：Stand.） 

略名（JIS、ISO、EN、ANSI ASTM） 

ASTM Stand. D 2487 

ISO 9000 
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会議録 
 学協会や研究者グループなどが開催した学

術会議発表の内容や概要を記録したもの 
 査読を受けずに発表・発行 
 
テクニカル・レポート 
 不定期発行 
 1冊1論文のみで構成 
 内容が詳細だが、入手難しい 

 

  専門資料 
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学位論文 
 大学などが授与、審査を行う 
 多くは市販されず、入手が困難 
 授与機関や収集機関で一括して保存 
 平成25（2013）年4月以降に学位授与され

た論文はインターネット公開が原則 

 
特許 
 発明者に発明の独占権を一定期間与えて保護

し、公開することによって産業の発達を促す
制度 

 化学、薬学、生命科学、工学等の分野で重要 

 

  専門資料 



57 

種類 略名 国・機関名 

国際規格 ISO 国際標準化機構 (International Organization for Standardization ) 

地域規格 EN 欧州規格 (European Norm) 

国家規格 ANSI 米国標準協会 (American National Standards Institute ) 

BS 英国規格協会 (British Standards Institution ) 

DIN ドイツ規格協会 (Deutsches Institut fur Normung ) 

JIS 日本 ＊DBは閲覧のみ。理工学図書館所蔵の冊子体をコピー可。 

団体規格 ASTM 米国材料試験協会 (American Society for Testing and Materials ) 

ASME 米国機械学会 (American Society of Mechanical Engineers ) 

IEEE 米国電気電子学会 (The Institute of Electrical and Electronics 
Engineers ) 

  専門資料 

規格 



  引用と参考文献 

書誌事項とは・・・ 
「著者名」「書名」「出版社」 
「出版年」「ページ」等 
  必ずメモしましょう！ 

レポートや論文を書くときに、他
の資料の一部分を抜き出して使用
（引用）する場合には、必ず元の
資料の情報（書誌事項）を明記す
る必要がある 
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 出典を明示することで、自身の論文の
新規性、独創性、信頼性の明確化 

 先行する著者（先人・先輩）に対する
敬意 

 読者に対する情報提供 

★研究分野や雑誌によって記述方法が異なる  

  例：SIST 02  

     『参考文献の役割と書き方』 

  引用と参考文献 

http://sti.jst.go.jp/sist/


  参考文献の書き方 

 
例： 

図書Aによると、「○○○」1)とのことだが、 

一方論文Bの中では「▲▲▲」2)だと 

言われている。 

参考文献リスト 

1) 図書Aの情報 

2) 論文Bの情報 

上付けで番号を書く 

引用部分を「 」で囲む   
(英語は” ”で) 

末尾に「参考文献
リスト」を作成 
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柴山知也.  3.11津波で何が起きたか : 被害 

 

 

調査と減災戦略.  早稲田大学出版部, 2011,  

 

 72p. 

 

 

   

 

 

  参考文献の書き方（図書の場合） 

出版年 

総ページ数 

出版者（社）名 

書名 

・書誌事項の順番が重要 
・項目名は実際には 
 記載しない 

（SIST準拠） 

著者名 
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松原茂樹、加藤芳秀、江川誠二. 英文作成支援 
 
 
ツールとしての用例文検索システムESCORT. 
 
 
情報管理. 2008, vol. 51, no. 4, p.251-259. 
            

  参考文献の書き方(雑誌記事･論文) 

論文名 

掲載雑誌名 年 巻号 掲載ページ 

（SIST準拠） 

著者名（複数） 
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松原茂樹、加藤芳秀、江川誠二. 英文作成支援 
ツールとしての用例文検索システムESCORT. 
情報管理. 2008, vol.51, no.4, p.251-259, 
 
10.1241/johokanri.51.251,（   ） 
http://jlc.jst.go.jp/JST.JSTAGE/johokan
ri/51.251,（参照 2016-03-28) 

   

  参考文献の書き方(電子ジャーナル) 

DOI 

URL 参照日付 

（SIST準拠） 
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http://jlc.jst.go.jp/JST.JSTAGE/johokanri/51.251
http://jlc.jst.go.jp/JST.JSTAGE/johokanri/51.251
http://jlc.jst.go.jp/JST.JSTAGE/johokanri/51.251
http://jlc.jst.go.jp/JST.JSTAGE/johokanri/51.251


授業内のプレゼンやレポート内など 

限られた範囲で使用する場合 

 ⇒出典を明示すれば使用可 
    

雑誌論文への掲載、インターネット公開 

などを前提として使用する場合 

   ⇒ 出典を明示するだけではなく、必ず 

   事前に著作者に許諾をとる必要あり 

    

  画像、グラフ、図表等の利用 
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  文献情報管理ツール  

 データベース等から書誌情報を取り込み、
個人の文献データベースを構築・管理で
きる 

 さまざまな書式を使って、参考文献リス
トを自動作成できる 

 Webベースで利用できるものが多い 

 情報の共有 



  主な文献情報管理ツール 

費用 長所 日本語 

サポート 

無料 
(大学で契約) 

ほぼウェブブラウザのみで
利用可能 ○ 

無料 
(WoSの契約に
よる) 

ブラウザのみで利用可能 

○ 
 
有料 

この分野の草分け的なソフ
ト。豊富な機能。 ○ 

無料 
（有料機関版
もあり） 

ここ数年利用が伸びてきて
いる。PDFからの書誌情報
自動抽出可能。 

△ 

Basic （Web版） 

X7 デスクトップ版 
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  本日の目標 

67 

 データベースを活用し、必要な情
報・資料を検索できる 



  アンケートのお願い 

MyWaseda   

 → 申請フォーム・アンケート 

  → アンケート回答 

   → 理工学図書館 

   ｢卒論・修論のための 

   学術情報リテラシー講習会｣ 

4/4（月）までにお願いします。 
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  図書館講習会の申し込み  

指導教員を通じてゼミ、クラス単位で 
申し込み 
  MyWaseda 
   →申請フォーム・アンケート 
    →申請フォーム入力 
     →図書館：講習会のお申し 
                  込み（授業支援） 
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本日の講習会の資料等は理工学
図書館HPに掲載しています 

  本日の説明資料 



  おわりに 

 本日の内容について質問がありましたら 

 riko-sennin@list.waseda.jpへ 
 

 通常の図書館関係の問い合わせは 
 51号館B1 レファレンスカウンター 
 またはオンラインレファレンスへ 
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この後引き続き、この教室で2つのデータベース
講習会を開催します。ぜひご参加ください！ 
 14:10-15:00  Scopus    
 15:10-16:00  Web of Science 

mailto:riko-sennin@list.waseda.jp
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